








その他のタイトル Banaban Bitter Experiences and Phosphate



















































する絶海の孤島である O 府間10キロメート jレ，面積6平方キロメートル，高さ82メートルという
小さな台地状の島であるO 最も近いナウル島まで西に250キロメートル，キリパスの首都タラワ
(Tarawa)まで北東に380キロメートルの距離がある (Silverman1962: 429) 0島の住民は，ヨー
ロッパ人との接触が始まる19世紀まで，外部と接触する機会はめったになかった。しかし伝承に
よれば，頻繁ではないが，ベルー (Beru)島等キリパスの島々との間に，移住を含む往来があ
った (Maudeand Maude 1994: 17-28)40 
ヨーロッパ人に初めて認知されたのは，1801年，デイアナ (Diana)号が，最初にバナバ島を






(beachcomber)が，バナバ島に住みついた。 1845年には17人 3年後の報告では 7人のヨーロッ
( 4 ) 











(blackbirding) と呼ばれる，詐欺まがいの強制約な労働力の鍛集によるものである O しかしバナ
バ人の場合，詐欺や強制というよりも，人々自身の意志、による島からの脱出がかなりあったと考






その後1885年，ボストンのアメリカ海:外布教委員会 CAmericanBoard of Commissioners for 
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人々は現金を得るようになった。
後にキリスト教会は，燐鉱石会社やその商j吉と連動して，パナバ人の間で現金の普及を促進さ




























とになった (Silverman1971: 92) 0 社会の再編は，バナバ人相互の結び、っきのあり方を変え，後
に燐鉱石採掘への抵抗運動を展開する，組織的基盤を提供するものとなった。






一方，英密は， 1892年に成立したギルパート・エリス諸島保護領 (GEIP;Gilbert and Ellice 
Islands Protectorate)に，バナバ島を組み入れることはなかった。ノサーバ島は， GEIPから迷路に
ある絶海の小さな孤島であるO保護領として管理する費用を支払うだけの経済的・軍事的魅力を，
バナバ島はもっていなかった (Langdon1965/66: 42) 0 
しかし，バナバ島の保護領組み入れを強力に主張する利害関係者が現れた。かつて英関首相の
私設秘書を務め，英留の西太平洋諸島植民地の高等弁務官として名をi馳せたアーサー・ゴードン
(Sir Arthur Gordon) こと，スタンモア刻J(Lord Stanmore)である o 1897年，憐鉱石採掘を中心
に経営されてきた，アルンデル・グアノ会社(J工 Arundel'sGuano Company)が，コプラ等の





(Langdon 1965/66: 43) 0 しかし，パナバ島との関わりにおいて，崇i荷な理念は容易に捨て去られ
ることになる O
さて，パナパ島の歴史を大きく変えたのは， 1900年3月313，太平洋諸島会社シドニー支社で
の出来事である O 当時31歳のニュージーランド人技師アルパート・エリス (AlbertEllis)は，シ
ドニー支社のドア・ストップとして使われていた，風変わりな石に注目した (Williams1971) 0 
この石は，マーシャル諸島保護領のナウル島 (PleasantIsland) においてS，1896年にデンソン
(Henry Denson)が拾い， 1899年に持ち込まれたものであるO 当初，樹木の化石と考えられてい























ある O また， r王Jは全権をもたず，重大な決定をするときには，他の首長たちとの関で合議を









































太平洋諸島会社へのライセンス発給には，スタンモアによる国務大臣 (Secretaryof State) に

















CLangdon 1965/66: 46) 0 オブライエンは，本国から宣言文の修正を命じられた。しかし，彼は，
植民省のライセンス文書を引用して反論した。文書には，併合を意味する「英国女王に帰属する




























置かれた O バナパ人への相談や説明無くして 重大な決定が行われることもしばしばあった


























































































気難しく，言行は首尾一貫せず，気性の激しい直情的な人物と評されている (Wil1iams1971: 7) 0 
バナバ島からのディクソンの排除には，明らかに会社側の圧力がかかっていた (E1iot1938: 













それには，土地の質により， 1 エーカー当たり 40~60ポンドの支払い，果樹の補償，さらに，
政府への採掘権料 lトン当たり 6ペンスに加え，バナバ入信託基金に 1トン当たり 6ペンス(年
I'MJ5，000ポンド)を拠出するよう求めるものだ、った。また，パナバ人は採掘後も土地権を保持し，
土地が返却される|療には，採掘前の状態を回復して，再植樹するべきとされた。加えて，老齢の










ラリア人技師アンダーソン (NormanL. Anderson) によれば，採掘後のわず、かに残った土を引っ
掻くように掘って，水を与えることなくココナツを放霞していたという O この処置が，報告する
ために名目的に行った再植樹であった。彼は，なぜこのような時間の浪費をするのかを上部に問
うたところ， 11913年合意jのためだと言われたという (Macdonald1982: 103)。



























えていた (Eliot1938: 147) 0しかし，会社側への失望とともに，住民を説得する意思をエリオッ
トは喪失していった (Macdonald1982: 103) 0 
エリオット在任時の1916年，バナバ島を含むギルパート・エリス諸島保護領は，英国の植民地














(Williams and Macdonald 1985) 0 エ1)オットは同年，解任されてロンドンに戻った。住民側に立
った公正な姿勢が口ンドンに切られた理由であったと，エリオットは不本意さを述懐している
(Elliot 1938: 180-181) 0 
英国，オーストラリア，ニュージーランドの3国は，委員会へ代表を送り，両島の燐鉱石採掘
を実奨的に支配することになった CMacdonald1982: 103) 0 委員会は，これまでの企業とは異な
り，利益を追求することなく公共話的を前提として，低価格で燐鉱石を3国に提供した。 3国が直



















となったO そのなかには，バナバ人のリーダーとなった， 1900年生まれのロータン (RotanTito) 











の売却価格は， 1エーカー当たり 60ポンドであったが， 1925年には，土地 1エーカー当たり
5，000ポンドを求めた。委員会は当然，この無謀な値上げ要求を拒否した。しかし， ~高等弁務官
のとユーストン (Eyre託uston)は，バナバ入の要求金額はかなり高く見えるが，実は不合理な
額ではないと述べている O 少なく見積もっても 1 エーカー当たり 2 万5 ，000~ 3万トンの燐鉱
石が取れ， 1トン30シリングの価値があるとすると， 3 万7，500~ 4万8，000ポンドの利益が出る~
むしろ， 1エーカーの土地60ポンドというバナバ入への支払いが，不当に低く設定されていたの








1926年，委員会は 1エーカー当たり 100ポンド 1トン 9ペンスで交渉に臨んだ。グリンブル
は，その倍の値段ならば，バナバ人は受け入れるだろうと予想していた。結局 1エーカー当た
り150ポンド，樹木の補償増額，新たなパナバ準備基金 (providentfund) にlトン当たり 2ペン
ス，委員会に土地を売却した者に採掘料 1トン当たり 4ペンス(限度額，年5，000ポンド)とい

















去ることであるJと，パナバ人は返答した (Macdonald1982: 106) 0 
説得が通じず，さらに追い込まれたグリンブルは，夜間の外出禁止時間の開始を 9持から 6時





















1982: 107-108) 0 






































































































































































は， 20世紀前半に起こったものであろう O 今日の活動家の主張は，あくまでロータンらの主張の
延長線上にある O ただし，今日の新たな動きのなかでは，一時期価値を認められなくなっていた


















3 本論では，ヨーロッパ人による二次的な文献を引用する O したがって，ヨーロッパ人による
記録や理解に基づ、いた偏りを避けることは函難である O ただし，そこでは植民地主義的な論
理が明示されるとともに，バナバ人による反応を垣間見ることができる O なお， 1940年代以
降の歴史的経緯については，別稿で記す予定である O




6 なお， 1851年 8月，英国船 (TheWanderer)でバナバ島を訪れたウェブスター(John
Webster) は，人口2 ，000~3，000人と推定している (Binder 1977: 17-19)。
7 保護領から植民地への地位変更にともない，米国系の教会組織は1917年，ロンドン伝道協会
(London Missionary Society) に委譲された。さらに第二次大戦後，バナバ人のフィジーへの
移住により，プロテスタント組織はフイジー・メソジスト教会の下に置かれた。
8 太平洋諸島会社は， ドイツと英国の双方に関係し，ナウル島とバナバ島における燐鉱石採掘





訪 米包宣教団のウッドウォード CWoodward)によれば， 1912年，島にはパナバ人500人，ヨー
ロッパ人100人，キリパス入500人，日本人300人がいたという (Silverman1971: 104) 0また
植民地政府の記録によれば， 20年後の1933年，バナバ人660人，ヨーロッパ人112入，キリパ











15 1927年に交渉が決裂したとき，バナバ人153人中， 62人が車 1台5ポンド(実質拒否)を選
択し， 79人は多様な程度の要求に応じてリース可と答え， 12人は態度保留だ、った。委員会の
条件をのんだのは 5人のみであり，三分のこは倍以上の要求だ、った (Macdonald1982: 107)白
16 将来，新たな故郷の島を購入するためのバナバ準備基金 CBanabanProvision Fund)が101/2 
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いる (Macdonald1982: 110) 0 
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